
( 問題 3の続き )

間 2 次の文章を読み,デ ィオプサイ ドとアノーサイ トについて,設問 (1)～ (5)に

答えよ。

鉱物の結晶は結晶軸の長 さと結晶軸 どうしのなす角度の特徴から,(A)7つの結晶系に

分類 される。また,鉱物は (D化学組成に基づいても分類 される。地殻やマン トルを構成

する大部分の鉱物はケイ酸塩鉱物に属 し,に)Si04四 面体が結晶の基本的な骨組み (結晶

構造)をつ くつている。この四面体の中心 (四 面体席)を (D Siだけでなく,一部を Alが

占める鉱物 もある。また,結晶構造の特定の場所 (席 )を 占める c)陽イオンが別の陽イ

オンに置換 され,化学組成が連続的に変化 しうる鉱物 もある。

下線部 (A)について,デ ィオプサイ ドとアノーサイ トはそれぞれ単斜晶系,三斜

晶系に属する。単斜晶系と三斜晶系の違いを説明せ よ。

下線部 (B)について,化学式が CaALSi208の アノーサイ ト中の A120_3の重量パ

ーセン トを有効数字 3桁で求めよ。途中の計算 も示す こと。ただ し,分子量を Cao

=56.08, A1203=101・ 96, Si02=60.08と t卜 る。            ・

下線部 (C)について,化学式が CaMgSb06のディオプサイ ドでは Si04四 面体 ど

うしがどのように結合 しているか説明せよ。

下線部 (D)について,ア ノーサイ トを構成する Si04四 面体の 4つの酸素は,そ

れぞれ隣接する4つの四面体に共有 される。 (2)に示す化学式中の 2つの Alの

うち;四面体席を占める Alの数を答えよ。また解答に至る過程 も説明すること。

下線部 (E)について,ディオプサイ ドはヘデン輝石 (化学式は CaFeSt06)と の

間に固溶体をなす。固溶体において,陽イオンが置換 しうる条件を 2つ挙げよ。
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